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 以上の議論を前提に、第四章では冒頭で紹介した自身のプロジェクトの経過と実験
について、ベクター・グラフィックによる技法を含め、詳しく紹介し、論じている。 
 本論文が取り上げたような多様化・現代化したイラストレーションについては、わ
が国では専門研究者も少なく、歴史的・理論的な研究は手つかずに近い状態のようで
ある。本論文はこうした重要な今日的問題に対し、自らの制作をベースとしながら論
じたもので、今後のイラストレーション研究に対する作家側からのアプローチを示す
実技系研究(Practice-based research)として評価すべき論考といえる。英語文献を中
心に多くの文献を渉猟・引用しながら論じており、独自性も随所に見られる。イラス
トレーション表現としては主観性やデフォルメをもっと肯定的に考えたり、ロシア構
成主義やデ・ステイルなども参照すべきではあろうが、自作に関連させて本質的問題
を論じた論文として十分評価に値するものといえる。これらの点を総合して、審査委
員の総意として、本論文を博士学位授与にふさわしいものと判断した。 
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